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特 集 平成 30 年を振り返る

3   市報いいやま / 18.12

飯 山 市 の 動 き  （平成 30 年１月～ 12 月）

２
月

7 日 飯山市第 5 次総合計画 後期基本計画を策定
19 日 平昌（ピョンチャン）オリンピックに竹内択選手が出場

10 ～
 11 日

第 36 回いいやま雪まつり　第 18 回かまくら祭り
第 20 回秋津雪だるままつり　開催

15 日 藤沢小水力発電所を起工、災害時電力供給協定に調印

３
月

16 ～
19 日

ジュニアオリンピックカップクロスカントリー男子フリーの部
岡田滉樹さん（飯山小 6 年）、クラシカル女子総合の部祖父江
凛さん（飯山高２年）が優勝

４
月

1 日 福祉医療費特別給付金支給対象を拡充 妊産婦も対象へ
25 日 小菅里の家「小菅の里 七星庵」が開業
29 日 雪室を用いた実験をスタート

５
月

昨年度の移住者実績を発表 移住者が２年連続増加
2 日 新宿高野本店と連携

3 ～
5 日 第 35 回いいやま菜の花まつり開催　約 1 万 8,500 人が来場

27 日 飯山駅前公園で第 6 回信越自然郷いいやまアスパラまつり開催

６
月

4 日 飯山市子ども館「きらら」がオープン
26 日 第６次飯山市行財政改革審議スタート

７
月

１日 地域おこし協力隊が着任　広域観光推進室へ配属
3 日 学校法人四徳学園長野保健医療大学と連携協定を締結

19 日 平昌（ピョンチャン）オリンピックフリースタイルスキー女子
金メダリストキャシーシャープ選手（カナダ）が市長を訪問

８
月

1 日 法律の改正に伴い飯山市農業委員会の体制が変わる
1 日 市政の進展に貢献された方々を対象に、飯山市表彰式を開催

7 日 （一社）日本建設機械レンタル協会長野支部と災害時における
資機材レンタルの協力に関する協定を締結

９日 渇水対策　飯山取水口にポンプ設置
11 日 いいやま灯篭まつり開催
15 日 成人式開催　今年度の新成人は 258 人

19 日 長野県日中友好都市中学生卓球交流大会が開かれ、
中学生 2 名が深圳（シンセン）市福田区との合同チームで参加

27 日 社会貢献と文化振興に寄与した㈱沖潮開発に感謝状を贈呈

９
月

8 日 満州国からの邦人引き揚げに尽力された丸山邦雄氏の三男
ポール邦昭丸山さんが飯山で講演

11 日 公立学校法人長野県立大学と包括協定を締結

23 日 第 6 回北信州ハーフマラソン開催
　2,332 名の参加者が秋の北信州を満喫

10
月

１日 地域おこし協力隊が着任　森の家へ配属
7 日 第 45 回飯山市駅伝大会開催　激戦の末、飯山 A チームが優勝

13 ～
14 日 第 18 回いいやま花フェスタ開催

13 日 名誉市民 嶺貞子さんが逝去
21 日 SEA TO SUMMIT Ⓡ開催 約 180 名のアウトドア愛好家が参加
28 日 市長・市議会議員の同時選挙を初めて実施　

11
月

23 ～
24 日 木島上新田に「若者住宅」３戸を建設　見学会を実施

27 日 出川照岡砂防えん堤が完成
12
月 5 日 中部電力㈱と災害時等における

電力供給等の相互連携・協力に関する協定を締結

子育て応援・教育・若者定住安心安全

新幹線飯山駅の活用と交流・賑わい

出川照岡砂防えん堤完成

公立学校法人長野県立大学と包括協定を締結 小菅の里 七星庵 を整備

かまくら祭り 新幹線開業後海外からの来場者が増加長野県日中友好都市中学生卓球交流大会で深圳市福田区
との合同チームで参加

学校法人四徳学園長野保健医療大学と連携協定を締結

大学連携

飯山市子ども館きらら開館から３カ月延べ利用者約１万人

初めて一戸建て若者住宅３戸を整備 

各小学校にタブレット端末や大型掲示
装置を配備しICT 教育に対応

　平昌五輪での日本選手の活躍に沸いた平成 30 年の冬。当市出身の竹内択選手をはじめ、日
本選手への「熱い声援」が飯山市内からも送られました。
　春の訪れとともに、今年も多くの観光客を迎えた桜と菜の花の季節が過ぎ、若葉がより色鮮
やかになった 6 月、待望の子ども館「きらら」が完成。開館以来多くの方にご利用いただき、
子どもたちの歓声が館内に響き渡っています。
　さて、この夏は、「災害級の暑さ」と言われるほど日本各地で猛暑のニュースが数多く取り上
げられました。高温少雨の日が続き、飯山市でも農業用水確保のための渇水対策を実施しました。
　長かった猛暑が一段落した秋、当市初となる市長選挙と市議会議員選挙の同時選挙が 10 月
に執行されました。また、11月 27日には岡山地区の出川に「出川照岡砂防えん堤」が完成。
昨年５月に発生した井出川流域での土砂崩落災害を乗り越え、安全で安心な暮らしを守るとい
う市民・行政・関係機関の「熱意」が、約一年半という短期間で実を結びました。

特集 平成 30 年を振り返る

熱かったこの１年
10 月 28 日に飯
山市で初めて市
長・市議会議員
の同時選挙を実
施
足立市政３期目
がスタート



出川

羽広大橋

Interview

出川橋

上桑名川駅

桑名川砂防えん堤（既設）③
④ブロックえん堤
　  リングネット工 鋼製牛枠

出川照岡砂防えん堤⑤

堤防かさ上げ⑥

鋼製牛枠（こうせいうしわく）（地図④）

災 害 発 生 か ら の 経 過

リングネット工（地図④）

崩落発生カ所（地図①） 谷止工（地図②）

②谷止工（治山事業）

①崩落発生カ所

井出川
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昨
年
の
５
月
、
岡
山
地
区
の
井
出

川
上
流
で
山
腹
の
崩
落
が
あ
り
、

10
世
帯
26
人
を
対
象
に
避
難
勧
告
を
発

令
し
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
一
年
半
。
長

野
県
が
主
体
と
な
り
、
工
事
を
迅
速
に

進
め
て
い
た
だ
き
、
国
の
強
力
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
の
も
と
、
恒
久
的
対
策
事
業
で

あ
る
出
川
照
岡
砂
防
え
ん
堤
が
完
成
し

ま
し
た
。
11
月
27
日
に
は
、
国
土
交
通

省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
石
塚
砂
防
施

設
評
価
分
析
官
を
は
じ
め
と
し
た
国
な

ら
び
に
県
の
関
係
機
関
、
国
会
、
県
議

会
、
市
議
会
、
警
察
、
消
防
団
、
消
防

署
、
業
者
や
地
元
関
係
者
な
ど
が
集
ま

り
、
出
川
照
岡
砂
防
え
ん
堤
の
完
成
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

足
立
市
長
は
、「
完
成
式
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
、
感
無
量
の
思
い
。

最
大
規
模
の
災
害
だ
っ
た
が
、
既
存
の
桑

名
川
砂
防
え
ん
堤
が
土
砂
や
流
木
を
捉

え
、
人
家
、
鉄
道
、
県
道
を
守
る
こ
と

が
で
き
た
。
先
人
の
皆
さ
ま
方
に
感
謝
し

た
い
。
ま
た
、災
害
発
生
直
後
か
ら
、国
、

県
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
の
迅
速
な
対
応
、

昼
夜
を
問
わ
ず
警
戒
い
た
だ
い
た
方
々
、

関
係
者
す
べ
て
の
皆
さ
ま
の
力
を
結
集

し
て
い
た
だ
き
、
一
年
半
と
い
う
極
め
て

短
い
時
間
で
新
砂
防
え
ん
堤
の
完
成
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
地
域
住
民
を
代

表
す
る
と
と
も
に
市
長
と
し
て
心
か
ら

感
謝
し
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。地

元
岡
山
地
区
区
長
会
の
米
持
会

長
は
、「
迅
速
に
対
応
を
い
た
だ

　平成 29 年 
　 5/19　井出川上流の山腹崩落が発生 
               （幅約150 ｍ 長さ約 500 ｍ）　
    5/20　既設砂防えん堤に徐々に土砂が堆積、応急対策着手
　　　　  避難勧告（対象：10 世帯 26 人）
    5/21　監視システムの運用開始
    5/22　断続的に土石流が発生
        　　避難指示（対象：10 世帯 26 人）
    5/23　避難指示を一部解除（5 世帯 10 人避難指示継続）
    5/25　避難指示を一部解除（4 世帯 14 人避難指示継続）
    6/23　避難指示を解除・避難勧告に切り替え
  10 月～  恒久対策に着手（砂防えん堤工、除石工）
  11/20　避難勧告を解除
  12/28　応急対策事業完了
 　・土石流監視システム運用
 　・鋼製牛枠 4 基設置
 　・堤防かさ上げ工実施
 　・リングネット工の設置
 　・ブロックえん堤工
　平成 30 年
  11/27  出川照岡砂防えん堤完成

　 始めの崩落があった 19 日は普段と
変わらず、仕事をしていて、上の
ほうで土砂が崩れているという認

識はありましたが、それほど気にしていませんでした。
　20 日になり、急に土砂が崩れて大変だと連絡を受け、そ
の後、避難勧告があり、避難生活が始まりました。あの頃は、
毎日が不安で「あそこにはもう帰れない」と思い、今後につ
いて家族で話し合っていました。その後の説明で、崩落対策
事業を行い、「いずれまた住める、田畑もそのままやれる」と
いう説明を受けて、熱い思いがこみ上げてきたのを憶えてい
ます。
　災害からわずか１年半で、このような大規模な対策工事を
していただきました。災害時は、人は無力だと感じました。
ですが、短い期間でこれだけのものを作るのも人であり、す
ごいと感じます。新しいえん堤の完成式を迎えることができ
ました。迅速に対応いただいた関係者の皆さまに感謝します。

避難所生活
「もうあそこには帰れない」

絶望の日々

深
ふかいし

石 稔
みのる

 さん

出川照岡砂防えん堤 完成
関 係 者 す べ ての 力を 結 集 災 害 から約１年 半 で

出
川
照
岡
砂
防
え
ん
堤
︵
地
図
⑤
︶

　

 ︵
国
土
交
通
省
災
害
関
連
緊
急
砂
防
事
業
︶

　
　
透
過
型
え
ん
堤
︻
高
さ
13
ｍ
﹆
幅
91
・
5
ｍ
︼

き
感
謝
を
し
て
い
る
。
安
全
安
心
な
暮
ら

し
が
確
保
さ
れ
た
と
と
も
に
、
こ
の
地
域

の
豊
か
な
自
然
と
恵
ま
れ
た
水
資
源
を

次
世
代
に
残
す
こ
と
が
で
き
る
。」
と
あ

い
さ
つ
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

長
野
県
北
信
建
設
事
務
所
木
下
所

長
か
ら
は
、「
新
砂
防
え
ん
堤
は
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
協
力
も
あ
り
、
豪
雪
の

中
工
事
を
進
め
、
着
手
か
ら
約
一
年
で
完

成
し
た
。
関
係
各
位
に
感
謝
し
た
い
。
上

流
の
発
生
源
対
策
は
、
災
害
関
連
緊
急

治
山
工
事
を
進
め
て
お
り
、
谷
止
工
の
本

堤
が
完
成
し
、
今
後
は
、
地
下
水
を
低

減
さ
せ
る
ボ
ー
リ
ン
グ
暗
渠
工
を
継
続
し

て
い
く
予
定
。」
と
工
事
の
概
要
や
完
成

に
至
る
ま
で
の
経
過
と
併
せ
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

国土地理院地図

応
急
対
策事業

災害発生
当時

恒久対策
等事業

堤防かさ上げ（地図⑥）ブロックえん堤工（地図④）

桑名川砂防えん堤の土砂等の排出桑名川砂防えん堤の様子（地図③）



飯山での冬の暮らし「地域で助け愛」をもっと
玄関先までの自力除雪が困難な世帯への支援 対象世帯を拡充します

飯山市では妊産婦の方へ
医療費（妊婦加算含む）を助成しています

お知らせ Pickup ⤴ お知らせ Pickup ⤴

○現行制度の対象世帯（概要）
・市の避難行動要支援者名簿に登録されている世帯

または準ずる世帯等で、住民税の所得割が非課税世帯

▽対象作業１世帯１回当たり1,000 円（１時間を超える場合は 3,000
円）を助成します。ただし、1年度あたり50,000 円を上限とします。

○拡充する対象世帯（概要）
・市の避難行動要支援者名簿に登録されている世帯又は準ずる世帯
・75 歳以上の者のみの世帯
・75 歳以上の者と18 歳未満の者のみの世帯
・配偶者のいない 75 歳未満の母または父と18 歳未満の者のみの世帯
・生計の中心となる人が傷病又は心身障がい者である世帯　など

▽対象作業１世帯１回当たり1,000 円のうち、500 円（１時間を超
える場合は 3,000 円のうち、1,500 円）を助成し、差額（500 円ま
たは1,500 円）は対象世帯の負担となります。ただし、1 年度あた
り25,000 円を上限とします。

○対象作業
　積雪が 15cm 以上となった場合に、通路幅を概ね 1m 確保する除雪作業
　（今年度から１日当たり何回でも助成の対象とします。）

○その他
　原則として同一区内に除雪能力を有する直系の親族がいる場合は対象となりません。

○申請方法
　各集落の区長さんが市へ申請します。区長さんへご相談をお願いします。また、対象世帯に該当するか不明の場
合は、保健福祉課社会福祉係までお問い合わせをお願いします。申請内容を審査後に結果を申請世帯に通知します。

　昨年度から実施している高齢者等玄関先除雪支援事業。
　高齢者や障がいのある方、病気等で冬期間の道路から玄関先まで、
自分で除雪することができない世帯に対して、救急、災害、火事等
の際に避難できるよう、飯山の冬を安心して過ごせるための事業です。
　除雪を行う作業員の方々は、世帯のご近所の方が多
く、この事業は、「地域で助け合って暮らす」という飯山
での暮らしを象徴する事業で、この助け合いの輪をもっ
と広げるよう、対象世帯を拡充するものです。
　対象など詳しくは、ホームページをご覧いただくか、
保健福祉課 社会福祉係までお問い合わせください。

保健福祉課 社会福祉係　 ☎ 62-3111 内線 188

「いざ避難！」に備えて
避難場所表示マグネットシート

「わが家の避難場所」を配布します

　災害発生時に適切な避難場所に避難していただくため、災害ごとの避難場所を表示したマグネットシートを全世帯に配
布します。お住まいの地域により、地震、洪水、土砂災害といった災害ごとに、避難場所が異なる場合があります。冷蔵
庫など普段目に付く場所に張っていただき、「いざ避難！」に備えましょう。なお、このシートに表示しました避難場所は、
区長さんのご協力を得て、一時避難場所など、区独自の避難計画を反映しました。

（飯山・太田・岡山地区の一部地域は 2 月市報配布時のお届けになります）

○○○区

文化交流館なちゅら
・善覚寺前庭
・上町児童公園
・アメリカン

・上町児童公園
・あきは保育園園庭
・飯山市公民館駐車場

　城南中学校体育館上町公会堂 ・城南中学校体育館
・飯山市公民館

ドラッグ駐車場

（公会堂に水が来る
恐れのないとき）

―
（当地域は土砂災害警戒区域外） ―

見 本 区独自の避難ルールにより、近くの広場や公会堂などを一時避難場所として設定。

　飯山市に住民票があり、母子健康手帳の交付を受けた方を対象と
して医療費の助成をしています。医療機関の窓口では保険診療の３
割分をいったん支払いますが、市より１レセプト（診療報酬明細書）
ごと500 円を超えた金額が給付されます。入院・通院・訪問看護な
どすべての保険診療が対象となります。
　そのため、４月から始まった「妊婦加算」についても
助成の対象となり、安心して医療機関を受診することが
できます。
　対象となる方で、妊産婦医療費助成の申請がお済で
ない場合は、保健福祉課障がい福祉係の窓口まで申請
してください。
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現行制度の対象世帯

拡充する対象世帯

経済的・身体的にも除雪困難な世帯

資力はあるが身体的な理由等により
除雪困難な世帯

助成額　１回あたり

助成額　１回あたり

￥1,000円

￥500 円

保健福祉課障がい福祉係　 ☎ 62-3111 内線 176

危機管理防災課　 ☎ 62-3111 内線 371

QR コードで
ホームページ
をチェック！

QR コードで
ホームページ
をチェック！
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収入内容 予算額 収入済額 収入率
地 方 交 付 税 47 億 3,000 万円 31 億 4,358 万円 66.5%

市 　 税 24 億円 13 億 7,083 万円 57.1%

国 庫 支 出 金 9 億 6,271 万円 3 億 2,669 万円 33.9%

県 支 出 金 6 億 7,526 万円 2 億 7,686 万円 41.0%

諸 収 入 6 億 9,733 万円 2,704 万円 3.9%

市 　 債 12 億 2,230 万円 0 円 0.0%

そ の 他 38 億 1,131 万円 16 億 6,560 万円 43.7%

会　計 予算額 収入済額 執行率支出済額

公 共 下 水 道 10 億 8,420 万円 1 億 2,041 万円 11.1%
2 億 2,148 万円 20.4%

特 定 環 境 保 全
公 共 下 水 道 4 億 8,071 万円 5,778 万円 12.0%

1 億 4,908 万円 31.0%

農 業 集 落 排 水 3 億 325 万円 4,838 万円 16.0%
1 億 3,520 万円 44.6%

国 民 健 康 保 険 24 億 8,853 万円 8 億 7,149 万円 35.0%
9 億 514 万円 36.4%

後期高齢者医療 2 億 7,857 万円 7,915 万円 28.4%
9,674 万円 34.7%

介 護 保 険 28 億 5,575 万円 12 億 1,628 万円 42.6%
11 億 2,797 万円 39.5%

簡 易 水 道 2,139 万円 1,077 万円 50.3%
658 万円 30.8%

福 祉 企 業
セ ン タ ー 5,107 万円 1,989 万円 38.9%

1,926 万円 37.7%

ケーブルテレビ 2 億 1,515 万円 1 億 3,296 万円 61.8%
7,221 万円 33.6%

駐 車 場 5,639 万円 2,501 万円 44.3%
2,633 万円 46.7%

市 では年 2 回、財政の執行状況等を市民の皆さんに
公表しています。今回は平成 30 年 4 月から9 月

末までの状況です。なお、さらに詳細なデータは飯山市
ホームページでご覧いただけます。

4 月専決　補正額　400 万円
農地過年度単独災害復旧事業  400 万円

６月専決　補正額　870 万円
農業施設過年度単独災害復旧事業 500 万円
土木施設過年度単独災害復旧事業 370 万円

６月補正※　補正額　4 億 2,137 万円
特別養護老人ホーム等建設用地整備事業 11,294 万円
ふるさと寄付金推進事業  25,979 万円
こうのとり支援事業   230 万円
県施行農地整備事業   910 万円
住宅屋根克雪化事業   510 万円
飯山市移住定住促進住宅整備事業 3,025 万円

８月専決※　補正額　1,423 万円
児童クラブ運営事業   230 万円
農業振興対策事業   972 万円

９月補正※　補正額　2 億 4,998 万円
飯山雪まつり事業   346 万円
災害対策事業   310 万円
北信広域連合分担金   637 万円
農業施設現年度単独災害復旧事業 54 万円
農業施設過年度単独災害復旧事業 117 万円
起業支援ネットワーク推進事業 1,000 万円
観光施設整備事業   532 万円
長野県立大学連携事業  300 万円
市道舗装修繕事業   3,000 万円
除雪対策事業   13,195 万円
土木施設現年度単独災害復旧事業 500 万円
ブロック塀撤去等安全対策事業 100 万円
市営住宅整備事業   310 万円
移住支援事業   770 万円

▼歳 出

※ 事業抜粋

支出済額：47 億 7,375 万円　　執行率：32.9％
支出内容 予算額 支出済額 執行率

民 生 費 32 億 6,780 万円 11 億 2,295 万円 34.4%

総 務 費 29 億 6,855 万円 7 億 1,282 万円 24.0%

土 木 費 27 億 1,867 万円 3 億 9,020 万円 14.4%

教 育 費 10 億 3,775 万円 3 億 7,106 万円 35.8%

公 債 費 11 億 6,289 万円 5 億 5,910 万円 48.1%

商 工 費 10 億 2,948 万円 7 億 369 万円 68.4%

衛 生 費 8 億 7,843 万円 3 億 1,884 万円 36.3%
農 林 水
産 業 費 6 億 6,106 万円 2 億 4,988 万円 37.8%

そ の 他 7 億 7,428 万円 3 億 4,521 万円 44.6%

※給水量は有収水量のこと（水道料金の対象となった水量）
※有収率は配水量に対する有収水量の割合

■収益的収支の予算執行状況（経営状況）
上半期の収支差引（消費税含む）

3 億 3,039 万円 － 2 億 9,426 万円＝ 3,613 万円
※上記のうち、長期前受金戻入、減価償却費、資産減耗費、消費税等については
　平成 30 年度見込額の 2 分の１を執行額として集計しています。

今年度予算額 上半期執行額 執行率
水道事業収益　合計 6 億 5,363 万円 3 億 3,039 万円 50.5％

営 業 収 益  計 4 億 9,416 万円 2 億 5,720 万円 52.0％
給 水 収 益 4 億 6,873 万円 2 億 5,516 万円 54.4％
受 託 工 事 収 益 2,077 万円 38 万円 1.8％
そ の 他 営 業 収 益 466 万円 166 万円 35.6％
営 業 外 収 益  計 1 億 5,947 万円 7,319 万円 45.9％
他会計補助金・長期前受金戻入等 1 億 5,947 万円 7,319 万円 45.9％

　冬期間は水道メーターの検針ができないた
め、漏水に気づかなかったり、水道管が凍結破
損してしまったりする場合があります。雪が多
く積もる前に漏水などの点検をお願いします。
　蛇口を閉めた状態で水道メーターのパイロッ
トを確認してください。パイロットが回っていれ
ば漏水していますので、水道指定工事店へ連絡
し修理をお願いしてください。

パイロット

本格的な冬を迎える前に
水道管の確認を・・・

収　入今年度予算額 上半期執行額 執行率
水道事業費用 合計 6 億 2,583 万円 2 億 9,426 万円 47.0％

営 業 費 用  計 5 億 3,835 万円 2 億 5,027 万円 46.5％
原 水 お よ び 浄 水 費 5,413 万円 2,336 万円 43.2％
配 水 お よ び 給 水 費 9,981 万円 4,540 万円 45.5％
受 託 工 事 費 1,978 万円 17 万円 0.9％
総 係 費 5,142 万円 2,495 万円 48.5％
減 価 償 却 費 3 億 945 万円 1 億 5,473 万円 50.0％
資 産 減 耗 費 333 万円 166 万円 49.8％
そ の 他 営 業 費 用 43 万円 0 万円 0.0％
営 業 外 費 用  計 8,710 万円 4,399 万円 50.5％
支 払 利 息・ 消 費 税 等 8,710 万円 4,399 万円 50.5％
予 備 費 38 万円 0 万円 0.0％

支　出

平成 30 年度上半期の水道事業の業務状況をお知らせします。
（数値は平成 30 年９月末現在）

■給水状況（上半期水道事業）
区　分 今年度上半期

給 水 件 数 8,178 戸
配 水 量 136 万 1,056㎥
給 水 量 109 万 4,459㎥
有 収 率 80.4％

H25 H29 H30H21 H22 H23 H24 H26 H27 H28

225 億
3,451万円

282 億

216 億

238 億
233 億220 億

飯 山 市 の 　 財 政 事 情特別会計の状況

一般会計の状況

長期借入金残高の推移（全会計）（各年の残高数値は 9 月末現在）

平成 30 年度　一般会計予算の補正状況

一般会計 歳入歳出予算額
144 億 9,891 万円

（前年度からの繰り越し分含む）

▼歳 入
収入済額：68 億 1,060 万円　　収入率：47.0％

水 道 事 業 　  会 計

QR コードで
ホームページ
をチェック！
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公 表  人 事 行 政     運 営 状 況

【職員の採用・退職状況】

※職員数は一般職員に属する職員数であり、
地方自治法、公益法人等への派遣等に関する
条例に基づく派遣職員を含み、臨時または非
常勤職員を除いています。

採用者数 Ｈ 30.4.1
職　種 上級職 中級職 初級職 合　計
人　数 3 1 1 5

退職者数 Ｈ29.4.1 ～Ｈ30.3.31
退職事由 定年 定年以外の退職 合　計

人数 5 3 8

 部   門
区   分

職員数 ( 人 ) 増減 増減理由30 年度 29 年度

一 般 行 政

議　会 ３ 3

増減理由は、組織機構
および人員配置の見直
しに伴う部門調整など
によるものです。

総務企画 45 49 △ 4
税　務 11 11
民　生 46 47 △ 1
衛　生 13 10 3
農　林 11 13 △ 2
商　工 12 9 3
土　木 21 21

特 別 行 政 教　育 36 38 △ 2

公 営 企 業 等
水　道 7 8 △ 1
下水道 5 5
その他 15 15

合　計 225 229 △ 4

職員の任免および職員数に関する状況

【部門別職員数の状況と主な増減理由】（H30.4.1現在）

平成 29 年度中に新たに育児休業を取得した職員の数
取得者数 取　得　期　間

男 女 3 月以下 3 月超え
6 月以下

6 月超え
9 月以下

9 月超え
1 年以下

1 年超え
3 年以下

－ 3 － － － 2 1

平成 29 年度中に新たに介護休暇を取得した職員の数
取得者数 取　得　期　間

男 女 １月
以下

１月超え
２月以下

２月超え
３月以下

３月超え
４月以下

４月超え
５月以下

５月
超え

－ 1 － － 1 － － －

【育児休業、介護休暇の取得状況等】

年次休暇、療養休暇、特別休暇（夏季、結婚、産前産後、子の
看護、忌引、ボランティア活動等）、育児休業、介護休暇等

【休暇等の種類】

【職員の勤務時間】 1 週間 38 時間 45 分
勤務の割振り：月曜日から金曜日。１日の勤務時間：午前８時
30 分から午後５時 15 分。（途中 1 時間の休憩時間を設け 7
時間 45 分）

【年次休暇】
年 20 日。取得しなかった年次休暇は翌年次に限り繰り越して
使用可。平成 29 年中の平均取得日数は 9.4 日。

分限処分の件数（29 年度） 処分の主な理由
免職 休職 降任 降格 計

病気によるもの
－ 1 － － 1

懲戒処分の件数（29 年度） 処分の主な理由
免職 停職 減給 戒告 計

交通事故
－ － － 2 2

【分限処分】　一定の事由によって職員がその職務を十分
に果たすことができない場合などに、職員の意に反する
不利益な身分上の変動をもたらす処分で、公務能率の維
持向上を図ることを目的としています。

【懲戒処分】　職員の一定の服務義務違反に対して職員に
科する制裁としての処分。規律の維持を目的として職員
の道義的責任を問うもの。

申請件数 承認件数 承認した主な事項
11 11 統計調査員

　平成 29 年度中の本市における営利企業等への従事許可
の状況（地方公務員法第 38 条第 1 項の規定による任命権
者の許可を受けたもの）は次のとおりです。

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

職員の分限および懲戒処分の状況 職員の服務の状況

平成 28 年 4 月 1日に地方公務員法が改正され、再就職し
た元職員による本市職員への働きかけの禁止などの規制が
導入されました。これに伴い、飯山市職員の退職管理に関す
る条例を制定し、職員の適正な退職管理に取り組んでいます。

職員の退職管理の状況

区　分 内　容

独自研修

職員人権同和研修、福祉体験研修、
プロジェクトマネジメント研修、
接遇研修、人事評価評価者研修、
採用前職員研修、交通安全講習会、
先進都市行政視察など

市以外が主催
する研修会

一般行政職員研修、中堅職員研修、
係長研修、部課長研修、新規採用
職員研修、人事給与管理研修、北信
三市研修、先進都市行政視察、法制
執務研修、税務各種研修、まちづ
くり研修など

【研修の実施状況（平成 29 年度）】

評価方法・回数 評価期間 評価対象者

業績評価
（年 2 回）

前期：平成 29 年 4 月～ 9 月
後期：10 月～平成 30 年 3 月

育児休業等により
評価期間に勤務し
なかった職員を除
く全ての正規職員
前期業績・能力評
価　225 名
後 期 業 績 評 価　
225 名

能力評価
（年 1 回） 平成 28 年 10 月～平成 29 年 9 月

【人事評価の状況（平成 29 年度）】
　人事評価は、「人材育成の促進」及び「公務能率改善による市民サービスの
向上」を図ることを目的に、平成 28 年度から全正規職員を対象に本格実施
しています。評価結果については、処遇に反映しています。

【一般行政職の平均給料月額と平均年齢の状況】　
（H30.4.1 現在）

平均給料月額 平均年齢

33 万 1,200 円 44.8 歳

（H30.4.1 現在）
区　分 給料月額等
市　長 714,000 円
副市長 585,000 円
教育長 508,000 円
議　長 328,000 円
副議長 281,000 円
議　員 263,000 円

【期末手当支給割合】
給料月額等 ×1.4× 下記の月数   

  ６月期 :1.4 月   12 月期 :1.55 月

（H30.4.1 現在）

区　分
飯山市

国
期末 勤勉

期
末
・
勤
勉
手
当

６月期 1.225 月分 0.900 月分

同　
左

（特定幹部職員） （1.025 月分） （1.100 月分）
12 月期 1.375 月分 0.900 月分

（特定幹部職員） （1.175 月分） （1.100 月分）
合　計 　2.6 月分   1.8 月分

（特定幹部職員） （2.2 月分）  （2.2 月分）
自己都合 勧奨・定年

退
職
手
当

勤続 20 年 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分
勤続 35 年 39.7575 月分 47.709 月分
最 高 限 度 47.709 月分 47.709 月分
その他特例 退職時特別昇給は未実施

※他に扶養手当、住居手当、通勤手当等があります。

①人件費の状況（Ｈ 29 年度普通会計決算）
歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A）

148 億 2,959 万 7,000 円 17 億 9,094 万 2,000 円 12.1％

（注）職員手当には、退職手当を含みません。

②職員給与費の状況（Ｈ 30 年度普通会計当初予算）

職員数
（A）

給　　　与　　　額 １人あたり
給与費

（B/A）
共済費

給　料
職　員　手　当

計（B）
うち期末・勤勉手当

201 人 7 億 7,921 万
7,000 円

4 億 7,292 万
円

3 億 884 万
8,000 円

12 億 5,213 万
7,000 円 623 万円 3 億 3,869 万

9,000 円

【一般行政職の初任給と経験年数別学歴別平均給料月額の状況】
　（H30.4.1 現在）

採用
区分 大学卒 高校卒

初任給 179,200 円 147,100 円

経
験
年
数

10 年以上 15 年未満 275,700 円 －

15 年以上 20 年未満 317,900 円 277,600 円

20 年以上 25 年未満 346,200 円 319,100 円

25 年以上 30 年未満 373,900 円 344,400 円

30 年以上 35 年未満 397,100 円 367,500 円

35 年以上 427,100 円 389,400 円

職員の給与の状況

職員の研修と人事評価の状況

【特別職報酬などの状況】

【職員手当の状況】

【人件費と職員給与費の状況】



13  市報いいやま / 18.12 12

飯
山
市
農
業
振
興
講
演
会
を
開
催

自
転
車
を
活
用
し
た
観
光
振
興
加
速

全
国
市
区
町
村
長
の
会
に
加
盟　
県
内
で
２
市

　住民基本台帳法に基づき、平成 29 年 11 月１日から平成
30 年 10 月 31 日までの住民基本台帳閲覧状況を公表します。

市民環境課 市民係 ☎ 62-3111 内線 151・156

　公益性が高いと認められる調査研究等や公共的団体が行う地域
住民のための福祉活動。営利以外の目的で行う居住関係の確認の
うち、訴訟の提起その他特別な事由がある場合。

閲覧することができる場合

国および地方公共団体の機関による閲覧
○機関の名称　　　　自衛隊長野地方協力本部
・請求事由の概要　　自衛官の募集
・閲覧年月日　　　　平成 30 年 2 月 6 日
・閲覧の範囲
　平成 12 年 4 月 2 日～平成 13 年 4 月 1 日の間に生まれ
　た男女および、平成 10 年 4 月 2 日～平成 11 年 4 月 1 日
の間に生まれた男子

個人または法人による閲覧
○申出者　　　　　（株）ビデオリサーチ
・請求事由の概要　全国たばこ喫煙者率調査
・閲覧年月日　　　平成 29 年 12 月 22 日
・閲覧の範囲　　　昭和 3 年 5 月1日～平成 10 年 4 月30日の
    間に生まれた男女 飯山市大字寿、大字中曽根
○申出者　　　　　（株）日本リサーチセンター
・請求事由の概要　全国個人視聴率調査
・閲覧年月日　　　平成 30 年 5 月 2 日
・閲覧の範囲　　　飯山市大字照岡の 7 歳以上の男女

○申出者　　　　　（株）日本リサーチセンター
・請求事由の概要　旅行・観光消費動向調査
・閲覧年月日　　　平成 30 年 5 月 29 日
・閲覧の範囲　　　飯山市大字旭、大字富倉、大字小佐原

公表　住 民 基 本 台 帳  閲 覧 状 況

　地方公務員は労働基本権が制限されているため、その
代償的措置として、公平委員会に対して勤務条件に対す
る措置要求や不利益処分に対する不服申し立てができる
制度が用意されています。
　平成 29 年度措置要求、不服申し立てともにありませ
んでした。

　職員の衛生および健康の管理を行うため産業医を置く
とともに、職員の危険および健康障害を防止するための
基本となるべき対策、公務災害の原因の調査および再発
防止対策その他職員の安全および衛生に関することにつ
いて調査審議するため衛生委員会を設置しています。

【産業医および衛生委員会の設置】

公務災害 通勤災害
発　生 認　定 発　生 認　定

4 4 0 0

【公務災害等の発生および認定状況（平成 29 年度）】

【健康診断等の実施内容】
レントゲン間接撮影、胃集団検診、大腸ガン検診、人間ドッ
ク、婦人ガン検診、総合健康診断、ストレスチェック

ア．互助会は、職員からの会費（給料月額の 1000 分の 4.5
に相当する額。Ｈ 29 年度 約 4,020 千円）等で運営されて
います。なお、互助会が実施する慶弔金、見舞金、資金の貸付、
生活物資のあっせんなどの事業の費用は、会費などにより賄
われています。
イ．職員の共済制度は、他の健康保険や厚生年金の制度と同
様に地方公務員等共済組合法に基づき、職員と市とにおいて
分担・拠出する財源により短期給付事業、長期給付事業、福
祉事業等を行っています。

【福利厚生事業】

【北信広域連合公平委員会への措置要求・
不服申し立ての状況】

職員の福祉と利益の保護の状況

級

級別基準職務
表に規定する
基準となる職
務

合計 内訳 職制上
の段階

（人）（％） 職名 （人） 段階

１
級

定型的な業務
を行う職務 21 9.2

主事 9

主事級技師 3
保育士 7
主事補 2

２
級 主任の職務 24 10.5 主任 24 主任級

３
級

主査の職務
副主幹の職務 101 44.3

主査 59
主査級活性化ｾﾝﾀｰ所長 2

副主幹 40

４
級

係長の職務
主幹の職務 40 17.5

係長 30

係長級出張所所長 2
園長 7
給食ｾﾝﾀｰ所長 1

５
級

課長補佐の職
務 17 7.5 課長補佐 17 課　長

補佐級

６
級

課長の職務
副参事の職務 17 7.5

課長 12

課長級
室長 2
副参事 2
議会事務局次長 1

７
級

部長の職務
参事の職務 8 3.5

部長 6
部長級議会事務局長 1

参事 1
合　　計 228 100

【平成 30 年 4 月 1 日現在】

級および職制上の段階ごとの職員数

　

自
転
車
で
の
地
域
活
性
化
を

目
指
す
全
国
の
市
区
町
村
長
の

有
志
に
よ
る
「
自
転
車
を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

全
国
市
区
町
村
長
の
会
」
が
、

11
月
15
日
に
東
京
都
内
で
、
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
自
転
車
に
よ
る

観
光
振
興
、
健
康
増
進
、
交

通
混
雑
緩
和
、
環
境
負
荷
の
低

減
等
に
よ
り
、
地
方
創
生
を
図

ろ
う
と
す
る
自
治
体
が
連
携
し

て
、
情
報
交
換
や
共
同
の
取
り

　

飯
山
市
農
業
振
興
講
演
会

が
、
11
月
18
日
に
飯
山
市
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
㈱
新
宿
高

野 

企
画
推
進
部
販
売
企
画
課

の
蚊
爪
喜
三
男
（
か
づ
め 
き
さ

お
）
特
命
業
務
担
当
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
を
講
師
に
「
農
産
物
で
つ

な
ぐ
縁
（
え
に
し
）
が
、
元
気

な
郷
づ
く
り
の
お
手
伝
い
」
と

題
し
、
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

蚊
爪
さ
ん
は
、「
飯
山
に
は

す
ば
ら
し
い
農
産
物
が
た
く
さ

ん
あ
る
が
、
そ
れ
を
世
の
中
に

伝
え
る
力
が
弱
い
。
地
域
ブ
ラ

ン
ド
の
構
築
が
急
務
。
価
格
が

安
け
れ
ば
ベ
ス
ト
と
い
う
時
代

で
は
な
く
な
っ
た
。
そ
の
質
や

付
加
価
値
を
重
要
視
す
る
購

買
層
も
多
い
。
飯
山
の
す
ば
ら

し
さ
を
ま
ず
自
分
た
ち
が
認
識

し
、
そ
れ
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
。」
と
語
り
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、「
地
域
振
興

に
つ
な
が
る
ブ
ラ
ン
ド
農
業
と

は
」
と
題
し
、
地
元
農
家
に
よ

る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　
飯
山
市
混
声
合
唱
団
50
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
11
月
10
日

に
開
催
さ
れ
、
市
民
交
流
姉
妹

都
市
の
大
阪
市
か
ら
混
声
合
唱

団
37
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
阪
市
と
の
交
流
は
、
平

成
25
年
の
大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
合
唱
祭
参
加
を
契
機
に
、

飯
山
市
朧
月
夜
ス
ペ
シ
ャ
ル
合

唱
団
の
主
要
構
成
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
毎
年
大
阪
の
合
唱
祭
に

参
加
し
、
交
流
を
深
め
て
き
ま

し
た
。

市
民
交
流
姉
妹
都
市
の
大
阪
市
と
合
唱
で
交
流

大
阪
市
民
混
声
合
唱
団
が
飯
山
市
を
訪
問 

迫
力
あ
る
合
唱
を
披
露

　

大
阪
市
民
混
声
合
唱
団
の
指

揮
を
務
め
た
中
塚
昌
昭
さ
ん
は
、

「
飯
山
と
は
距
離
が
あ
り
大
変

だ
が
、
楽
し
い
と
い
う
思
い
が

勝
っ
て
い
る
。
初
め
て
飯
山
市

文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
で
歌
っ

た
。
ま
る
で
森
の
中
で
歌
っ
て
い

る
よ
う
な
自
然
や
木
の
ぬ
く
も

り
を
感
じ
た
。
か
ね
て
か
ら
交

流
の
あ
っ
た
飯
山
市
混
声
合
唱

団
の
50
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

に
参
加
で
き
て
う
れ
し
い
。」
と

語
り
ま
し
た
。

組
み
を
進
め
る
も
の
で
す
。

　

県
内
で
は
、
飯
山
市
の
ほ
か

安
曇
野
市
が
参
加
し
、
足
立

市
長
が
理
事
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
飯
山
市
は
、
新
幹
線
飯
山

駅
開
業
に
合
わ
せ
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、
広
域

的
に
、
自
転
車
を
活
用
し
た
取

り
組
み
を
い
ち
早
く
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
会
の
参
加
を
契
機

に
、
更
に
自
転
車
を
活
用
し
た

観
光
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

全国294 市区町村長の中から選出された役員( 後段右 足立市長 )

大阪市と飯山市の混声合唱団と来場者と信濃の国を合唱

講師の㈱新宿高野 蚊爪 特命業務担当ディレクター講師を囲んでのトークセッション
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中
国
深シ
ン
セ
ン圳

市
福
田
区
視
察
団
が
市
長
を
訪
問

さ
ら
に
深
い
絆
を
築
き
た
い

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
向
け
て

信
越
自
然
郷 

料
理
教
室
等
を
開
催

一
人
多
役
っ
て
な
ん
だ
？

飯
山
な
ら
で
は
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
説
明

米
の
販
路
拡
大

飯
山
産
米
を
台
湾
へ
輸
出
・
P 
R
を
行
う

　
11
月
17
日
に
、
東
京
交
通

会
館
で
、
北
信
州
「
一
人
多
役
」

型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
実
行
委
員

会
（
長
野
県
、
飯
山
市
他
）
の

主
催
に
よ
る
「
一
人
多
役
っ
て

な
ん
だ
？
あ
れ
や
こ
れ
も 

や
る

北
信
州
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
説

明
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
は
、農
業
、ス
キ
ー

場
、
ア
ウ
ト
ド
ア
、
福
祉
、
建

設
業
等
の
事
業
者
も
ブ
ー
ス
を

設
け
、
各
産
業
の
紹
介
と
相
談

　
11
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で

の
３
日
間
、
台
湾
の
高
級
ス
ー

パ
ー
に
お
い
て
、
今
年
か
ら
米

の
新
市
場
開
拓
で
新
た
に
輸
出

を
開
始
し
た
水
稲
生
産
者
が
生

産
し
た
飯
山
産
米
等
の
販
売
促

進
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
海
外
へ
の
農
産

物
等
の
販
路
と
し
て
、
台
湾

で
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
今
後
需
要
が
見
込

ま
れ
る
弁
当
用
米
と
し
て
の
販

　

中
国
共
産
党
深
圳
市
福
田

区
委
員
会　

常
務
委
員　

劉

柏
延　
（
リ
ュ
ウ 

バ
イ
テ
ィ
ン
）

氏
を
団
長
に
と
し
た
都
市
計

画
、
建
築
関
係
の
視
察
団
８
名

が
、
上
新
田
の
若
者
住
宅
、
飯

山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
、
称
念
寺
、
人

形
館
、新
幹
線
飯
山
駅
、な
ち
ゅ

ら
を
視
察
し
、
足
立
市
長
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

足
立
市
長
は
、
中
学
生
卓
球

大
会
の
飯
山
市
・
福
田
区
合
同

チ
ー
ム
の
健
闘
を
称
え
た
後
、

　

11
月
10
日
に
飯
山
市
建
設

業
協
会
と（
一
社
）長
野
県
建
築

士
会
飯
水
支
部
が
、木
造
建
築

物
の
実
在
加
力
実
験
な
ど
を
、

信
州
大
学
工
学
部
松
田
研
究
室

監
修
の
も
と
実
施
し
ま
し
た
。

　

耐
震
性
能
に
よ
る
安
全
性
の

違
い
や
耐
震
改
修
の
必
要
性
を

啓
発
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
旧
城
山
児
童
館
を
利
用

し
、
同
館
の
増
築
部
分
を
新
耐

震
基
準
、
既
存
部
分
を
旧
耐
震

基
準
に
見
立
て
て
、油
圧
ジ
ャ
ッ

キ
に
よ
り
水
平
加
力
を
行
い
、

震
度
６
強
相
当
で
あ
る
10
度
ま

で
傾
け
ま
し
た
。

　

実
際
の
建
物
を
使
っ
た
こ
の

　

信
越
9
市
町
村
広
域
観
光

連
携
会
議
が
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
向
け
、　

11
月
5
日
、
26
日
に
、
下
高
井

農
林
高
校
で
、
旅
館
や
飲
食
店

の
料
理
人
や
農
林
高
校
生
な
ど

を
対
象
と
し
、
料
理
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

同
会
議
の
事
業
部
会
長
で
あ

る
北
信
地
域
振
興
局
の
小
林
忠

司
（
た
だ
し
）
商
工
観
光
課
長

か
ら
、「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
は
、
そ
の
地
域
の
食

市
内
で
は
初 

県
内
で
は
２
例
目

木
造
建
築
物
の
耐
震
診
断
と
引
き
倒
し
実
験
等
を
実
施

長野県立大学連携事業 第２回 飯山 Good Business Meeting を開催
自分自身のこれからと世界のニーズの重なりを考える

　11月18日、市内において、長野県立大学ソーシャ
ル・イノベーション創出センターのアドバイザリー・
メンバーを講師に迎え、「自分自身のこれからと世界
のニーズの重なりを考える」をテーマに第２回飯山
Good Business Meeting を開催しました。
　世界、地域が抱える課題から社会のニーズを見つ
け出し、各事業者が持っている強みを活用する方法
について、熱意をもって話し合いが行われました。
　11月19日には、今後の事業に生かすため、飯山
仏壇と内山紙の事業者等を講師が訪問し、現状と課
題を聞きました。

を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
雪
国
飯
山
な
ら

で
は
の
例
と
し
て
、
相
談
に
来

る
方
に
、
夏
は
農
業
、
冬
は
ス

キ
ー
関
連
産
業
で
働
く
と
い
っ

た
一
人
で
複
数
の
仕
事
を
す
る

と
い
っ
た
働
き
方
や
暮
ら
し
に

つ
い
て
、
説
明
等
を
行
い
ま
し

た
。

よ
う
な
実
験
は
飯
山
市
で
は
、

初
め
て
で
、
多
く
の
方
が
集
ま

り
実
験
を
見
守
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
併
せ
て
応
急
危
険
度

判
定
訓
練
や
罹
災
証
明
、
耐
震

診
断
・
改
修
に
つ
い
て
の
説
明

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
業
協
会
の
江
口
会
長

は
、「
今
回
の
実
験
で
市
民
に

地
震
の
怖
さ
を
、
関
係
機
関
に

危
機
管
理
の
重
要
性
を
認
識
し

て
も
ら
い
、
耐
震
化
を
進
め
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
う
。

耐
震
化
等
の
備
え
を
す
る
こ
と

で
、
災
害
時
の
人
命
、
財
産
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
話
し

ま
し
た
。

を
楽
し
み
、
食
の
裏
に
あ
る
歴

史
や
文
化
を
学
ぶ
も
の
。
こ
の

料
理
教
室
を
通
し
て
、
地
域
を

学
び
、
地
域
の
良
さ
を
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
会
議
で
は
、
こ
れ
に
先
立

ち
、
な
べ
く
ら
高
原
森
の
家
、

飯
綱
町
サ
ン
ク
ゼ
ー
ル
で「
信
越

自
然
郷
青
空
レ
ス
ト
ラ
ン
」を

開
催
す
る
な
ど
、今
後
も
食
を

通
じ
た
広
域
的
な
観
光
振
興
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
今
回
の
訪
問
を
契
機
に
し
、

福
田
区
と
飯
山
市
が
色
々
な
分

野
、
様
々
な
年
代
で
交
流
が
で

き
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

劉
団
長
か
ら
は
、「
飯
山
市

の
ま
ち
づ
く
り
、
き
れ
い
な
紅

葉
を
見
れ
て
よ
か
っ
た
。
こ
れ

を
機
に
、
文
化
、
建
築
、
環
境

な
ど
様
々
な
分
野
で
深
い
絆
を

築
け
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

路
開
拓
を
行
う
た
め
、
台
湾
の

ス
ー
パ
ー
で
惣
菜
コ
ー
ナ
ー
の

お
弁
当
や
お
寿
司
、
白
飯
と
し

て
販
売
し
、
飯
山
産
の
お
米
を

P 

R
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
飯
山

の
漬
け
物
な
ど
の
試
食
販
売
を

行
い
、
試
食
の
お
か
わ
り
を
す

る
方
も
い
て
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

劉団長と足立市長

飯山仏壇について 聞き取りの様子

台湾の高級スーパーにならぶ飯山産米とその米で作られた惣菜

旧
耐
震
基
準

新
耐
震
基
準
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償
却
資
産
の
申
告
を

 

お
願
い
し
ま
す　

　　

営
業
、
農
業
等
の
事
業
主
の
方

で
、事
業
用
の
償
却
資
産
（
家
屋・

車
両
以
外
の
機
械
、
設
備
、
事
務

機
器
等
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
毎

年
１
月
１
日
の
所
有
状
況
を
申
告

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
申
告
期

限
は
平
成
31
年
１
月
31
日
㈭
で

す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

 

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

 
期
限
内
納
付
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　　

年
末
に
あ
た
り
税
務
課
で
は
、

「
う
っ
か
り
未
納
」
一
掃
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
払
っ
た
つ
も
り
、

口
座
か
ら
引
落
し
て
い
る
は
ず
と

思
い
込
ん
で
、
納
め
忘
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
市
税
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
今
一
度
、
お
手
元
の
領
収

書
や
通
帳
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
未
納
市
税
の
納
付
に
つ

い
て
の
ご
相
談
も
随
時
お
受
け
し

て
い
ま
す
。
遠
慮
な
く
収
税
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
ま
す
！

　

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
で
、
飯
山
市
の
市
税
が
納

付
い
た
だ
け
ま
す
。
休
日
や
夜
間

も
納
付
で
き
、
手
数
料
無
料
の
コ

ン
ビ
ニ
納
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
コ
ン
ビ
ニ
で
使
え
る
納

付
書
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

納
め
忘
れ
な
く
確
実
に
納
付
い

た
だ
く
た
め
、
口
座
か
ら
の
自
動

引
き
落
と
し
が
お
す
す
め
で
す
。

　
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
市
役

所
や
金
融
機
関
の
窓
口
で
お
願
い

 
税
務
課 

収
税
係

 
☎ 
内
線
１
６
３・１
６
6

し
ま
す
。
飯
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可

能
で
す
。税

務
課 

資
産
税
係

☎
内
線
１
６
４

　長野県では宴会料理の食べ残しを出さないための呼びかけを行う、「残さず食べよう！３０・１０運動 宴会食べき
りキャンペーン」を実施しています。食べ残しを減らすには、一人ひとりが意識していただくことや当日の呼びかけ
が重要なのはもちろん、参加者の好みや食べきれる量をチェックし、場所やメニュー選びをしたり、ハーフサイズ
や少量コースでちょうど良い料理の量を選ぶなど、宴会の準備段階でもできることがありますので、ぜひ実践して
みましょう。宴会料理をしっかりと楽しみながら、家庭でも地域でも食べ残しの削減にご協力をお願いします。

忘年会・新年会シーズンとなりました

３０・１０（さんまるいちまる）運動で料理の食べ残しを減らしましょう
市民環境課 生活環境係　☎ 内線 191･192

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

　　

高
齢
者
介
護
保
険
係
で
は
、

平
成
30
年
４
月
か
ら
９
月
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
方
へ
「
介

護
給
付
費
の
お
知
ら
せ
」
を
12
月

下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
こ
の
通
知
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
か
ら
の
給
付
費
請
求
に
基

づ
き
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状

況
を
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ
お
知
ら

保
健
福
祉
課 

高
齢
者
介
護
保
険
係

☎
内
線
１
８
４・１
８
５

せ
す
る
も
の
で
す
。
事
業
者
が
発

行
す
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
票
や
領
収

書
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
サ
ー
ビ

ス
内
容
・
回
数
や
利
用
者
負
担
額

に
間
違
い
が
な
い
か
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　

記
載
内
容
に
誤
り
や
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
所
ま
た
は
保
健
福
祉
課
高

齢
者
介
護
保
険
係
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

 

就
学
援
助
費

入
学
前
支
給
に
つ
い
て　

　　

来
年
度
小
・
中
学
校
に
入
学

予
定
の
お
子
様
が
い
る
ご
家
庭

で
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学

に
お
困
り
の
方
に
対
し
、
入
学
準

備
に
必
要
な
経
費
（
新
入
学
児
童

生
徒
学
用
品
費
）
を
、
入
学
前
の

３
月
に
支
給
し
ま
す
。（
※
就
学

援
助
の
要
件
あ
り
）

　

申
請
の
手
続
き
や
支
給
要
件

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
１
月
に
お
送
り
す
る
入
学

通
知
書
に
同
封
の
お
知
ら
せ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

平
成
31
年
2
月
８
日
㈮
ま
で

子
ど
も
育
成
課 

学
校
教
育
係

☎
内
線
３
６
２

「
三
な
い
運
動
」
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　　

政
治
家
の
寄
付
は
禁
止
！

　

有
権
者
が
政
治
家
に
寄
付
を

　

求
め
る
こ
と
も
禁
止
！

　　

年
末
年
始
は
お
歳
暮
や
お
年

賀
な
ど
、
何
か
と
贈
り
物
や
お
祝

い
事
を
す
る
機
会
の
多
い
シ
ー
ズ

ン
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に
皆
さ
ま

に
改
め
て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

の
が
、
き
れ
い
な
政
治
、
お
金
の

か
か
ら
な
い
政
治
の
実
現
、
選
挙

の
公
正
の
確
保
を
目
指
す
「
三
な

い
運
動
」（
贈
ら
な
い
﹆求
め
な
い
﹆

受
け
取
ら
な
い
）
で
す
。

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に

お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附
や

贈
り
物
を
求
め
る
こ
と
も
、
公
職

選
挙
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
寄
附
禁

止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い

選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
内
線
３
３
９

広報誌「総務省」（2018 年12 月号）より抜粋

保 育 園  嘱 託 ・ 臨 時 職 員 を募 集 し ま す

市教育委員会では、次のとおり平成 31 年度の保育園嘱託・臨時職
員を募集します。
■募集職種　保育士・給食調理員
■募集人数　若干名
■応募資格　保育士資格または、調理師免許を持つ 65 歳未満の方
■試験内容　書類審査および面接
■試験日時　応募者に個別に通知します
■勤務条件　職種、勤務形態により勤務条件が異なります。
         詳しくは、子ども育成課子育て支援係までお問合わせください。
■任用期間　平成 31 年４月１日から１年間（勤務成績により更新あり）
■応募期間および提出書類
平成 31 年１月 18 日（金）までに、履歴書（写真貼付）を教育委員会事務局子ども育成課まで提出してください。

  子ども育成課 子育て支援係 ☎ 内線 363

事故防止 10 箇条
①作業は家族、隣近所に声をかけて 2 人以上で　②建物の周りに雪を残して雪下ろしをする
③晴れの日ほど要注意。屋根の雪がゆるんでいて危険
④はしごの固定を忘れずに　⑤除雪機はエンジンを切ってから雪詰まりの取り除きを
⑥低い屋根でも油断は禁物　⑦作業開始直後と疲れた頃は特に慎重に
⑧面倒でも命綱とヘルメットを　⑨用具はこまめに手入れ、点検
⑩作業の時は携帯電話を持参する

危
機
管
理
防
災
課  

☎ 

内
線
３
７
１

除
雪
作
業
は
ご
注
意
を
‼

命
を
守
る
除
雪
中
の
事
故
防
止
1 0
箇
条

　

毎
年
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
の
際
の
転
落
や
除
雪
中
の
事
故
が
数
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
管
理
や
安
全
管
理
を
図
り
、
十
分
ご
注
意
の
う
え
作
業
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

安全帯・命綱は使う前によく点検

ヘルメット着用
携帯電話持って
滑りにくい靴を履く

スノーダンプは
小回りのきくものを

はしごは必ず固定

はしごから屋根への
移動時は特に注意

疲れたときは作業しない

流雪溝等への雪捨ての
最中も滑らないように

家族や隣近所に
声をかけてから

雪詰まりの処理は
エンジンを切ってから

建物の周りに
雪を残して雪下ろし

低い屋根でも油断しない

屋根からの落雪に注意

新雪・晴れの日は雪のゆるみに注意
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１
月
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

移
住
相
談
会

　

移
住
定
住
推
進
課
で
は
、
飯
山

市
へ
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
希

望
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
東

京
や
飯
山
市
役
所
で
移
住
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
仕
事
や

住
ま
い
、
子
育
て
の
こ
と
、
雪
国

の
暮
ら
し
な
ど
、
個
別
に
じ
っ
く

り
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

東
京
・
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

■
開
催
日
時

 

・
１
月
５
日
㈯
、
19
日
㈯ 

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
会
場

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ　

４
階　

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

東
京
都
中
央
区
銀
座
５
丁
目

６-

５ 

Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ビ
ル

飯
山
市
役
所

■
開
催
日
時

 

・
１
月
の
平
日
限
定

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

※
相
談
会
は
上
記
の
時
間
帯
で
１

回
１
時
間
。
各
時
間
１
組
限
定
で

す
。
事
前
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
移
住
定
住
推
進
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

飯
山
市
の
移
住
定
住
情
報
「
飯

山
市
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
」
サ
イ
ト

移
住
定
住
推
進
課 

移
住
定
住
係

☎
内
線
２
５
４・２
５
５

12 月 29 日㈯から１月３日㈭の間はごみの収集を行いません

　年末年始は「もえるごみ」の収集を行いません。収集日についてご確認いただき、お間違えのないようお願い
します。その他の「もえないごみ」「資源物」の収集日は、「ごみ・資源物収集カレンダー」をご確認ください。
■年末年始のもえるごみ収集日 ■エコパーク寒川　休日開場

12 月30日（日）午前 9 時から正午まで
午後１時から午後 4 時 30 分まで

  市民環境課 生活環境係　☎内線１９１・１９２■日　時 平成 31年 1月24日（木）　
   午後２時　体操開始（受付：午後１時３０分から）
   午後３時～午後３時３０分　栄養講話（試食あり）
■場　所 飯山市公民館　２階　講堂
■定　員 50 名（飯山市民）
■参加費　 無料
■持ち物 運動しやすい服装　運動靴　水分　タオル　筆記用具
■申し込み 事前申し込み必要（電話にてお申し込みください）

平 成３０年 度 　 冬の健 康づくり講 座 　 特 別企 画

冬こそ運動！！ 正しいラジオ体操講座

  保健福祉課　健康増進係　☎ 内線 187・182

　飯山に冬がやって来ました。家に閉じこもっていませんか？室内でも運動はできます。春からの活動を心待ちに、
ズクをだして冬こそ運動してみませんか？今回は、誰でも知っているラジオ体操ですが、注意点を守り正しく行う
と…「すごい！こりゃいい運動だ！！」きっと、新しい発見があるはずです。講師には、NHK テレビ・ラジオ体操
アシスタントとしてご出演された NPO 法人全国ラジオ体操連盟指導委員の大石美雪先生をお招きし、わかりや
すくご指導いただきます。この機会にぜひ、体験してみてください。運動後は、食事について見直しを。聞いて・
見て・食べてみよう！！ご家族・ご友人等お誘いの上、どしどしお申し込みください！！

h
ttp://w

w
w

.fu
ru

sato-
iiyam

a. net/

税務署からのお知らせ

〇確定申告に便利なＩＤ・パスワードを取得しよう！
　平成 31 年１月から、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で申告書を作成し、ＩＤと
パスワードを入力するだけでｅ－Ｔａｘで確定申告ができるようになります。ＩＤ・パスワードを使え
ば、マイナンバーカードやＩＣカードリーダライタをお持ちでなくても、ご自宅等からパソコンやスマー
トフォンで簡単にｅ－Ｔａｘで申告することができ大変便利です。
　なお、ＩＤ・パスワードは信濃中野税務署で本人が確認できる書類（運転免許証等）をお持ちいただ
ければ、５分程度で発行を受けられます。税務署は年明けから混み合いますので、お早めに取得をお願
いします。

〇いつでもどこでもスマホで申告！
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」では、スマートフォンでも申告書が作成できます。
　平成 31 年１月から、年末調整済みの給与所得者で、医療費控除又はふるさと納税などの寄附金控除
を適用して申告する方向けに、入力が簡単な「スマホ専用画面」を用意しており、ＩＤ・パスワードを
利用してｅ－Ｔａｘで申告することができますので、該当の方は「スマホ専用画面」をご利用ください。

  信濃中野税務署　☎ 0269-22-3151
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市営住宅（ 新 町 団 地）の入居者を募集します

■戸　数 １戸（募集部屋は 3 階）
■構造・設備　 鉄筋コンクリート 3 階建て エレベータあり、有料駐車場 1 台あり（3,500 円 / 月）
■間取り　 2DK（ダイニングキッチン＋居室２）
■家　賃　 24,300 円～ 47,800 円 / 月（世帯所得により決定します）
■入居保証金　 家賃の３カ月分　
■入居可能日　 平成 31 年 2 月中旬以降　
■入居資格
　・ 2 人以上の親族で入居する方（または結婚予定で 3 カ月以内に同居できる方）
　　※単身入居には条件がありますので、お問い合わせください
　・ 世帯収入が市で定める基準内の方　 ・ 住宅に困窮していることが明らかな方
　・ 市税等を滞納していない方  ・ 暴力団員でない方
　・市が定める要件を満たす連帯保証人を設定できる方
■申し込み方法 申込書および添付書類の提出
■申し込み期間 平成 30 年 12 月 25 日㈫～平成 31 年 1 月 18 日㈮　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
  （土日祝祭日および平成 30 年 12 月 29 日～平成 31 年 1 月 3 日の市の休業日を除く）
■選考方法　 申込が 2 件以上あった場合、抽選を行います
  ≪抽選会≫　平成 31 年１月 31 日㈭　午前 10：00 から　飯山市役所 4 階 第 2 委員会室にて

  移住定住推進課 住宅係　☎ 内線 251
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H30 年最後 H31年最初
飯山地区 12 月27日㈭ １月 4日㈮
飯山地区以外 12 月28日㈮ １月5 日㈯

QR コードで
ホームページ
をチェック！

NPO法人全国ラジオ体操連盟
指導委員 大石美雪先生


